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Contents 来
島
海
峡
を
望
む
千せ

ん

間げ
ん

磯い
そ

（
今
治
市
波
方
町
波
方
）

　

愛
媛
の
最
北
端
に
位
置
す
る
、
大
角

海
浜
公
園
は
、
冬
は
白
い
ス
イ
セ
ン
畑

が
広
が
り
、
来
島
海
峡
と
相
ま
っ
て
色

鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
織
り
な
し

ま
す
。

　

ま
た
、
沖
に
見
え
る
赤
い
灯
台
は
〝
千

間
磯
〟
と
呼
ば
れ
、
干
満
の
差
が
作
り

出
す
自
然
美
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
船

釣
り
の
名
所
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

○新春のご挨拶（県連会長・全国連会長）
○第57回商工会全国大会
○�愛媛県青連・女性連組織化50周年記
念式典
　青年部全国大会
○女性部全国大会
　広域サポートセンター支援事例
○WEBセミナーのご案内
　労働者を募集する企業の皆様へ
○小さな瞳・ニッポンセレクト

表紙写真提供：波方文化協会
写真部　浅野　進
（越智商工会）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
30
年
の
年
頭

に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
と
こ
ろ
の
我
が
国

経
済
は
、
輸
出
や
企
業
の
生
産
活

動
、
ま
た
雇
用
情
勢
も
改
善
傾
向

に
あ
り
、
景
気
は
緩
や
か
な
回
復

基
調
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
地
方
に
お
い
て
は
そ

の
実
感
に
乏
し
く
、
と
り
わ
け
商

工
会
地
域
で
は
、
少
子
高
齢
化
や

過
疎
化
が
進
み
、
需
要
の
低
迷
や

消
費
の
流
出
な
ど
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者

の
減
少
は
全
国
的
に
進
ん
で
お

り
、
こ
の
５
年
間
で
40
万
社
減
少

し
て
い
る
ほ
か
、
今
後
10
年
間
で

70
歳
を
超
え
る
経
営
者
は
２
４
５

万
人
に
の
ぼ
り
、
う
ち
約
半
数
が

後
継
者
未
定
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
地
域
経
済
の

根
幹
で
あ
る
中
小
・
小
規
模
事
業

者
の
減
少
の
歯
止
め
は
喫
緊
の
重

要
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

10
年
間
で
、
事
業
承
継
施
策
の
強

化
、
拡
充
を
集
中
的
に
進
め
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
併
せ
て
、
労
働

力
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
の

一
億
総
活
躍
社
会
実
現
や
働
き
方

改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
更

な
る
経
済
対
策
を
強
力
に
展
開
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
商
工
会
組
織
に

お
い
て
は
、
昨
年
の
商
工
会
全
国

大
会
に
お
い
て
、「
大
型
の
経
済

対
策
の
実
施
」
や
「
小
規
模
事
業

者
の
持
続
的
成
長
・
発
展
の
た
め

の
支
援
拡
充
」、「
事
業
承
継
施
策

の
抜
本
的
強
化
」、「
働
き
方
改
革

実
現
の
た
め
の
支
援
強
化
」
等
を

決
議
し
、
小
規
模
事
業
者
に
配
慮

し
た
施
策
を
国
に
要
望
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引

き
続
き
、
小
規
模
企
業
振
興
基
本

法
や
支
援
法
に
基
づ
い
た
「
経
営

発
達
支
援
計
画
」
の
策
定
や
事
業

者
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
、

事
業
承
継
支
援
な
ど
に
取
り
組

み
、
会
員
企
業
の
持
続
的
発
展
と

地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
、商
工
会
地
域
で
は
、

廃
業
や
後
継
者
不
在
等
に
よ
る
小

規
模
事
業
者
並
び
に
会
員
の
減
少

が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
各
商
工
会
と
し
っ
か
り

連
携
し
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
や
も
の
づ
く
り
補
助
金
な

ど
、
小
規
模
事
業
者
に
特
化
し
た

施
策
等
も
積
極
的
に
活
用
し
な
が

ら
、
会
員
企
業
並
び
に
地
域
か
ら

信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
県
下
一
万
会
員
の

皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
30
年
の
新
春

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
我
が
国
経
済
は
、
緩
や

か
な
回
復
基
調
が
続
き
、
企
業
収

益
も
堅
調
に
改
善
い
た
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
戦
後
二
番
目
の
長

さ
を
記
録
し
た
こ
の
景
気
回
復
の

波
も
、
そ
の
恩
恵
は
大
企
業
や
都

市
部
の
中
堅
・
中
小
企
業
に
と
ど

ま
り
、
地
方
の
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
は
、
過
疎
化
や
人
口
減

少
に
よ
る
地
域
内
の
消
費
の
縮

小
、
働
き
手
や
後
継
者
の
不
足
な

ど
、
引
き
続
き
厳
し
い
経
営
環
境

に
お
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
11

月
に
開
催
し
た
第
57
回
商
工
会
全

国
大
会
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
三

千
名
の
商
工
会
関
係
の
皆
様
に
ご

参
集
い
た
だ
き
、
地
方
の
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
な

成
長
・
発
展
、
さ
ら
に
は
、
生
産

性
向
上
に
よ
る
働
き
方
改
革
の
実

現
等
を
目
指
し
、
従
前
の
規
模
に

捉
わ
れ
な
い
中
小
企
業
対
策
費
の

大
幅
な
拡
充
や
、
事
業
承
継
施
策

の
抜
本
的
な
強
化
な
ど
、
五
項
目

に
つ
い
て
満
場
一
致
で
決
議
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
決
議
項
目
の
実
現
は

も
と
よ
り
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、

全
会
員
事
業
者
に
対
す
る
「
経
営

計
画
の
策
定
・
実
行
支
援
」
を
最

重
要
の
組
織
目
標
と
し
て
掲
げ
、

一
人
で
も
多
く
の
会
員
事
業
者
が

自
社
の
経
営
計
画
を
策
定
し
、
持

続
的
な
経
営
が
行
え
る
よ
う
、
組

織
一
丸
と
な
っ
て
支
援
事
業
に
取

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
今
年
は
、
事
業
承
継

支
援
に
も
積
極
的
か
つ
果
敢
に
関

与
し
て
い
く
こ
と
が
商
工
会
に
求

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
商

工
会
は
自
ら
の
経
営
発
達
支
援
計

画
を
着
実
に
実
行
す
る
と
と
も

に
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
制
度
の

活
用
や
高
度
な
資
格
取
得
の
推
進

に
よ
り
、
不
断
に
支
援
能
力
を
高

め
て
参
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
地

方
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
持
続
的
な
成
長
を
促
し
、
も
っ

て
、
地
方
経
済
の
振
興
と
地
方
の

創
生
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
役
職
員
と
も
ど
も
心
を
一
つ

に
し
て
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員

の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り

ま
し
て
、
本
年
が
大
き
く
飛
躍
す

る
年
と
な
り
、
明
る
い
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

愛
媛
県
商
工
会
連
合
会

会 

長
　
村
上
　
友
則

全
国
商
工
会
連
合
会

会 

長
　
石
澤
　
義
文

新
春
の
ご
挨
拶

本
年
も
商
工
会
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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昨
年
11
月
16
日（
木
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
、
第
57
回
商
工
会
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約

三
千
名
、
本
県
か
ら
は
23
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
石
澤
全
国
連
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
安
倍
内
閣
総
理

大
臣
、
世
耕
経
済
産
業
大
臣
（
代

理
に
西
銘
経
済
産
業
副
大
臣
）
か

ら
の
祝
辞
、
ま
た
、
多
数
の
関
係

団
体
を
代
表
し
て
、
高
田
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
理
事
長
か
ら
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
意
見
表
明
・
大
会
決

議
に
移
り
、岡
山
大
会
副
会
長（
岐

阜
）
か
ら
、
次
の
五
項
目
の
実
現

に
向
け
決
議
案
が
発
表
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
経
営
改
善
普
及
事
業

に
貢
献
の
あ
っ
た
団
体
・
個
人
へ

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
県
の
被
表
彰
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

【
役
員
功
労
者
】

　

酒
口　
　

強
（
内
子
町
）

【
女
性
部
功
労
者
】

　

中
司
み
な
え
（
し
ま
な
み
）

【
優
良
常
勤
役
職
員
】

　

池
田　
　

潔
（
し
ま
な
み
）

　

古
都
喜
久
子
（
内
子
町
）

■
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
優
良
商
工
会
】

　

上
島
町
商
工
会

【
役
員
功
労
者
】

　

藤
田　

一
男
（
土
居
町
）

　

清
水　

重
明
（
土
居
町
）

　

渡
部　

英
志
（
周
桑
）

　

清
水　

君
秋
（
越
智
）

　

緒
方　

範
光
（
し
ま
な
み
）

　

村
上　

勇
策
（
し
ま
な
み
）

　

森　
　

正
治
（
北
条
）

　

重
見　

嘉
一
（
北
条
）

　

髙
橋　

雅
人
（
東
温
市
）

　

松
末　

博
年
（
東
温
市
）

　

土
居　

隆
徳
（
久
万
高
原
町
）

　

樋
口　

泰
幸
（
砥
部
町
）

　

久
保　

敦
宏
（
砥
部
町
）

　

大
塚　
　

薫
（
長
浜
町
）

　

大
谷　

喜
則
（
長
浜
町
）

　

露
内　
　

進
（
川
上
）

　

中
津　

博
文
（
川
上
）

　

金
野　

昭
一
（
川
上
）

　

小
田　
　

護
（
内
子
町
）

　

稲
垣　

豊
治
（
内
子
町
）

　

宮
田　

信
雄
（
保
内
町
）

　

河
野　

公
仁
（
津
島
町
）

　

山
下　
　

稔
（
津
島
町
）

　

坂
本　

嘉
也
（
津
島
町
）

　

土
居　

美
幸
（
愛
南
町
）

【
優
良
女
性
部
】

　

西
予
市
商
工
会
女
性
部

【
優
良
常
勤
役
職
員
】

　

河
野　

美
恵
（
し
ま
な
み
）

　

中
村　

隆
司
（
松
前
町
）

　

坂
東　

健
吾
（
砥
部
町
）

　

浜
田　

和
夫
（
保
内
町
）

　

善
家　

哲
也
（
鬼
北
町
）

一
、
地
方
経
済
に
活
力
を
与
え
る

大
型
の
経
済
対
策
の
実
施

一
、
地
方
の
小
規
模
事
業
者
の
持

続
的
成
長
・
発
展
の
た
め
の

支
援
の
拡
充

一
、
事
業
承
継
施
策
の
抜
本
的
強

化
を
は
じ
め
企
業
力
を
下
支

え
す
る
経
営
環
境
の
整
備

一
、「
働
き
方
改
革
」
実
現
の
た

め
の
支
援
の
強
化

一
、
共
済
等
を
活
用
し
た
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
な
ど
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

NHKホール（東京都渋谷区）

祝辞を述べる
安倍内閣総理大臣

第
57
回

商
工
会
全
国
大
会

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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去
る
11
月
28
日（
火
）、
松
山
全

日
空
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、県
青
連
・

女
性
連
組
織
化
50
周
年
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
。
数
多
く
の
ご

来
賓
や
商
工
会
会
長
他
青
年
部
・

女
性
部
歴
代
会
長
・
副
会
長
、
青

年
部
・
女
性
部
部
長
な
ど
約
２
０ 

０
名
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
で
あ
る
山

田
宏
介
県
青
連
会
長
、
村
上
友
則

県
連
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
、
そ
の

後
、
来
賓
の
愛
媛
県
知
事
、
四
国

経
済
産
業
局
長
、
愛
媛
県
議
会
議

長
、
全
青
連
越
智
俊
之
会
長
、
全

女
性
連
末
武
榮
子
会
長
よ
り
ご
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
青
年
部
・
女
性
部
活

動
の
功
績
を
称
え
る
表
彰
状
の
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
被
表
彰

者
は
以
下
の
通
り
。

■
愛
媛
県
青
連
会
長
表
彰

【
優
良
青
年
部
】

　

土
居
町
商
工
会
青
年
部

　

吉
田
三
間
商
工
会
青
年
部

■
愛
媛
県
女
性
連
会
長
表
彰

【
優
良
女
性
部
】

　

し
ま
な
み
商
工
会
女
性
部

　

東
温
市
商
工
会
女
性
部

　

ま
た
、
県
青
連
第
６
代
会
長
の

冨
永
徹
氏
他
10
名
の
歴
代
会
長
と

県
女
性
連
第
６
代
会
長
の
近
藤
石

和
江
氏
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
表
彰
状
の
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

【
女
性
部
功
労
者
】

　

し
ま
な
み
商
工
会
女
性
部

　
　
　
　
　

部
長　

中
司
み
な
え

■
全
国
連
会
長
表
彰

【
優
良
女
性
部
】

　

西
予
市
商
工
会
女
性
部

　

記
念
講
演
で
は
、
全
国
商
工
会

連
合
会
乾
敏
一
専
務
理
事
に
よ
る

「
地
方
創
生
と
商
工
会
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
商
工
会
を
取
り
巻
く

重
要
課
題
や
地
域
産
業
活
性
化
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
記
念
祝
賀
会
は
、
西

岡
千
代
子
県
女
性
連
会
長
の
挨
拶

で
開
宴
し
、
来
賓
の
方
々
や
参
加

者
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
50
年
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
繫
げ
て
い
く
事
の
大
切

さ
を
再
認
識
す
る
式
典
と
な
り
ま

し
た
。

　

第
19
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大

会
が
、
11
月
21
日（
火
）・
22
日

（
水
）、
沖
縄
県
立
武
道
館
・
沖
縄

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
か
け
は
し
」
を
テ
ー
マ
に
、

全
国
か
ら
約
三
千
名
の
青
年
部
員

が
参
加
し
、
愛
媛
県
か
ら
も
34
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
全
国
商
工
会

青
年
部
連
合
会
の
越
智
会
長
の
挨

拶
後
、
表
彰
授
与
式
が
行
わ
れ
、

本
県
か
ら
は
、
西
予
市
商
工
会
の

和
氣
宗
一
郎
さ
ん
が
『
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
顕
彰
』
を
、
長
浜

町
商
工
会
の
加
藤
裕
介
さ
ん
に
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
の
代

表
者
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が
開

催
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、「
私
た

ち
の
青
年
部
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
題
し
、
部
員
全
員
に
自
己

紹
介
を
書
い
て
も
ら
い
冊
子
に
ま

と
め
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
部
の

運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
今
で

は
他
の
青
年
部
や
女
性
部
か
ら
も

問
い
合
わ
せ
が
あ
る
と
発
表
さ
れ

た
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
古
郡
豪

人
さ
ん
（
鹿
児
島
県
）
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
沖
縄
出
身
の
バ
ン
ド

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｌ
８
０
０
の
キ
ヨ
サ

ク
氏
を
講
師
に
迎
え
、
自
分
達
も

苦
し
い
時
は
新
し
い
や
り
方
で

や
っ
て
き
た
、
こ
れ
か
ら
も
き
っ

と
若
い
世
代
が
想
像
も
で
き
な
い

よ
う
な
新
し
い
や
り
方
を
見
つ
け

て
い
く
こ
と
に
期
待
す
る
、
ピ
ン

チ
は
チ
ャ
ン
ス
の
時
で
も
あ
る
と

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
楽
曲
演

奏
も
行
わ
れ
、
会
場
は
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
流
懇
親
会
も
開
催
さ

れ
、
全
国
の
参
加
部
員
と
交
流
を

深
め
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

資
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
出
来

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

県
青
連
・
女
性
連
組
織
化
五
十
周
年
記
念
式
典

中村県知事による祝辞

記念講演　全国連乾専務理事

和氣宗一郎さん（左から２番目）

青
年
部
全
国
大
会

青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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【
企
業
概
要
】

　

明
治
45
年
に
現
今
治
市
大
三
島

町
で
創
業
し
、道
路
整
備
や
河
川
・

港
湾
工
事
等
を
手
掛
け
て
き
た
。

現
在
に
至
る
ま
で
、
公
共
工
事
の

減
少
や
従
業
員
の
高
齢
化
な
ど
、

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
老
舗

企
業
と
し
て
の
存
在
感
を
発
揮
し

て
い
る
。

【
支
援
の
経
緯
】

　

現
経
営
者
か
ら
後
継
者
へ
の
事

業
承
継
の
目
途
が
立
ち
、
そ
の
準

備
と
し
て
、
さ
ら
な
る
生
産
性
の

向
上
が
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
の
設
備
投
資
に
は
、
金
銭
面
で

の
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
あ
り
、

公
的
施
策
の
活
用
を
視
野
に
入
れ

た
事
業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に

し
た
。

【
支
援
内
容
】

　

広
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
生
産
性
向
上
の
た
め
の
設
備

投
資
計
画
と
技
術
・
技
能
を
承
継

す
る
た
め
の
人
材
育
成
計
画
の
作

成
を
支
援
、
ま
た
、
税
制
の
優
遇

措
置
を
受
け
る
た
め
「
経
営
力
向

上
計
画
」
を
申
請
し
、
平
成
29
年

７
月
に
採
択
さ
れ
た
。
税
制
措
置

と
し
て
は
、
固
定
資
産
税
が
３
年

間
半
分
に
な
る
特
例
や
、
平
成
29

年
４
月
か
ら
追
加
に
な
っ
た
中
小

企
業
強
化
税
制
で
は
、
即
時
償
却

又
は
取
得
価
額
の
10
％
の
税
額
控

除
が
適
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
事
業
者
の
声
】

　

愛
媛
県
商
工
会
連
合
会
の
支
援

で
事
業
計
画
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
、重
機
を
導
入
し
、現
場
作
業

の
効
率
化
と
利
益
の
確
保
を
図
っ

て
い
く
と
と
も
に
、
地
元
の
若
者

を
雇
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
支
援
者
の
声

（
し
ま
な
み
商
工
会
大
三
島
支
所
）】

　

事
業
承
継
し
て
い
く
に
は
時
間

が
か
か
る
た
め
、
企
業
と
し
て
の

体
力
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
事
業

承
継
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
売
上

拡
大
や
利
益
の
確
保
に
つ
な
が
る

各
種
支
援
策
（
補
助
金
、
優
遇
施

策
）
な
ど
の
情
報
提
供
も
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
19
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大

会 

が
、10
月
19
日（
木
）、岐
阜
県
・

下
呂
交
流
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
あ
り
が
と
う　

輝
く
笑
顔
で

お
も
て
な
し　

清
流
の
国　

ぎ

ふ
！　

そ
の
出
会
い
が
未
来
へ
」

を
テ
ー
マ
に
、
全
国
か
ら
約
二
千

名
の
女
性
部
員
が
参
加
し
、
本
県

か
ら
も
35
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、岐
阜
県
知
事
、

全
国
連
石
澤
会
長
等
に
よ
る
挨
拶

を
頂
い
た
後
、
各
種
事
業
表
彰
も

行
わ
れ
、
ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り

顕
彰
、
部
員
増
強
運
動
、
女
性
部

カ
ー
ド
必
携
促
進
運
動
等
、
合
わ

せ
て
９
県
女
性
連
、
19
女
性
部
が

受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
者
に
よ
る
主
張
発
表
大
会
が

開
催
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、「
心

で
香
る
贈
り
物
」
と
題
し
、
夜
香

木
を
使
っ
た
商
品
開
発
に
つ
い
て

発
表
さ
れ
た
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

の
浦
内
由
美
子
さ
ん
（
沖
縄
県
）

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
文
字
職
人　

杉
浦
誠

司
氏
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
と
、「
～
言
葉
の
力
で
開
く
道

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
様
々
な
仕
事

の
経
験
を
通
し
て
、
平
仮
名
を
組

み
合
わ
せ
て
作
る
漢
字
「
め
っ

せ
ー
字
」
を
生
み
出
し
、
文
字
の

力
で
勇
気
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
、
何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組

む
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
後
研
修
で
は
、
郡
上
八
幡
、

飛
騨
高
山
、
岐
阜
市
を
視
察
し
、

郡
上
踊
り
、
う
か
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
、
岐
阜
城
な
ど
文
化
歴
史
に
つ

い
て
学
び
、
岐
阜
県
女
性
部
員
の

熱
い
お
も
て
な
し
を
受
け
、
部
員

同
士
の
親
睦
交
流
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

広
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
支
援
事
例

〜
内
海
建
設
株
式
会
社
〜

文字職人　杉浦誠司氏

池田指導員

女
性
部
全
国
大
会

菅社長

国
・
県
の
実
施
す
る
支
援
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う



− 6 −

2018/01No.297 えひめ 商工会 だより

労働者を募集する企業の皆様へ
～労働者の募集や求人申込みの制度がかわります～

〈職業安定法の改正施行日：2018（平成30）年１月１日〉

～職業安定法や省令・指針の改正に伴い、労働者の募集を行う際の労働条件の明示等について、留意点のお知らせ～

1 労働条件の明示が必要な時点（タイミング）
○当初の求人票や募集要項等に明示した、労働条件が変更される場合は、変更内容をすみやかに明示する。

3 労働条件明示に当たって遵守すべき事項
○求人の際、職業安定法に基づく指針等を遵守することが必要。

4 変更明示の方法等について
○労働条件変更について、適切な方法で明示する。

5 職業紹介事業者を利用する場合のポイント
○求人申込を行う際は、適切な職業紹介事業者を選定する。

2 最低限明示しなければならない労働条件等
○労働者の募集や求人申し込みの際に、少なくとも、業務内容・契約期間・試用内容・就業場所・就業時間・休憩時間・休日・時間外労働・

賃金・加入保険・募集者の氏名又は名称・派遣労働者として雇用する場合は「雇用形態：派遣労働者」の明記、以上を書面交付により明
示（※求職者が希望する場合は、電子メールによることも可能）

職業安定法　平成29年度改正 検索

厚生労働省のHPに、改正法
に関する資料を随時掲載し
ています。

商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
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年
始
の
寒
い
季
節
に
は
、
鍋
料

理
で
心
も
体
も
あ
た
た
ま
り
た
い

も
の
で
す
。
今
回
お
勧
め
す
る
の

は
、〝
鬼
北
き
じ
工
房
〟
の
「
き

じ
鍋
セ
ッ
ト
」
で
す
。

　

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
飼
育
数

を
誇
る
鬼
北
町
の
き
じ
は
、
品
質

の
ば
ら
つ
き
が
な
い
よ
う
、
エ
サ

や
飼
育
方
法
な
ど
を
統
一
し
て
い

ま
す
。
そ
の
き
じ
を
加
工
・
販
売

し
て
い
る
の
が
、〝
鬼
北
き
じ
工

房
〟
で
す
。
き
じ
肉
は
、
日
本
で

は
平
安
時
代
か
ら
食
さ
れ
て
お

り
、
鶏
肉
に
比
べ
、
低
カ
ロ
リ
ー
・

低
脂
質
・
高
た
ん
ぱ
く
な
ヘ
ル

シ
ー
で
栄
養
価
が
高
い
食
材
で

す
。
味
は
鶏
肉
よ
り
濃
く
、
脂
に

上
品
な
甘
み
が
あ
る
の
が
特
徴

で
、〝
鬼
北
き
じ
工
房
〟
で
は
、

本
来
の
旨
味
が
増
す
よ
う
、
低
温

で
48
時
間
じ
っ
く
り
熟
成
さ
せ
て

い
ま
す
。「
き
じ
鍋
セ
ッ
ト
」に
は
、

き
じ
肉
の
旨
み
が
詰
ま
っ
た
ス
ー

プ
と
き
じ
だ
ん
ご
も
組
み
合
わ
さ

れ
て
い
る
の
で
、
お
好
み
の
野
菜

を
加
え
る
だ
け
で
、
ご
自
宅
で
手

軽
に
料
理
で
き
ま
す
。愛
媛
県「
愛

あ
る
ブ
ラ
ン
ド
産
品
」
に
認
定
さ

れ
た
「
鬼
北
熟
成
雉
」
の
コ
ク
と

深
み
の
あ
る
味
わ
い
を
、
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

◆
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
と
は

　

全
国
商
工
会
連
合
会
が
、
地
域

産
品
等
を
全
国
に
販
売
す
る
た
め

に
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
ニ
ッ
ポ
ン
セ

レ
ク
ト.com

」
を
開
設
し
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
名
物
品

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
よ
り

「
き
じ
鍋
セ
ッ
ト
」

の
ご
紹
介

◆
製
造
・
販
売
事
業
者

　

鬼
北
き
じ
工
房

　
北
宇
和
郡
鬼
北
町
大
字
延
川
１
１
６
６

「
ぼ
く
の
ゆ
め

  

お
と
う
さ
ん
の
し
ご
と
」

　

ぼ
く
の
ゆ
め
は
、
し
ゃ
し
ょ
う

さ
ん
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

キ
ッ
ザ
ニ
ア
こ
う
し
え
ん
に
み

ん
な
で
い
っ
た
と
き
に
、
し
ゃ

し
ょ
う
さ
ん
に
な
っ
た
ら
、
た
の

し
か
っ
た
の
で
な
り
た
い
で
す
。

　

し
ゃ
し
ょ
う
さ
ん
に
な
る
に

は
、
た
く
さ
ん
べ
ん
き
ょ
う
を
し

な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
で
、
し
ゃ

し
ょ
う
さ
ん
に
な
る
た
め
に
、

い
っ
ぱ
い
べ
ん
き
ょ
う
を
が
ん
ば

り
ま
す
。

　

お
と
う
さ
ん
の
し
ご
と
の
こ
と

は
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
や

ね
の
上
で
、
家
に
水
が
入
ら
な
い

よ
う
に
す
る
お
し
ご
と
で
す
。
夏

は
あ
つ
い
し
、
ふ
ゆ
は
さ
む
い
か

ら
、
た
い
へ
ん
な
し
ご
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

で
も
、
休
み
の
と
き
は
い
ろ
ん

な
と
こ
に
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
お
休
み
の
と
き
に
、
か

ぞ
く
で
汽
車
に
の
り
に
行
き
た
い

で
す
。

有
限
会
社
ク
ラ
フ
ト

（
東
温
市
立
拝
志
小
学
校
２
年
生
）

森

　
　啓
翔
さ
ん

東
温
市
下
林
甲
1
8
7

－

2

け
い

と

ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
を
活
用
し
て
貴
社
の
逸
品
を
全
国
へ
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本年も、商工会をよろしくお願い申し上げます。

  

商
工
会
名
　
会
　
長
　
名

土
居
町
　
好
井
幸
三
郎

周
　
　
桑
　
渡
部
　
英
志

越
　
　
智
　
寺
井
　
政
博

し
ま
な
み
　
村
上
　
友
則

上
島
町
　
倉
本
　
睦
男

北
　
　
条
　
萩
山
　
陽
右

中
　
　
島
　
俊
成
　
慶
久

東
温
市
　
越
智
　
俊
充

久
万
高
原
町
　
髙
岡
　
春
彦

松
前
町
　
鳥
井
　
貞
宏

砥
部
町
　
大
西
　
　
光

双
海
中
山
　
久
保
　
　
榮

長
浜
町
　
戎
　
　
範
久

川
　
　
上
　
上
岡
　
　
茂

内
子
町
　
酒
口
　
　
強

保
内
町
　
若
松
　
　
勲

伊
方
町
　
井
上
　
喜
樹

西
予
市
　
酒
井
宇
之
吉

吉
田
三
間
　
水
谷
　
一
良

津
島
町
　
西
﨑
　
　
徹

鬼
北
町
　
岡
本
　
國
和

松
野
町
　
加
藤
　
勝
恵

愛
南
町
　
平
田
　
　
稔

県
青
連
　
山
田
　
宏
介

県
女
性
連
　
西
岡
千
代
子

今
年
も
商
工
会
は
様
々
な
支
援
で
あ
な
た
の
会
社
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す


